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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

人口の動き（前月比）　※９月末現在
総人口 22,252人（－18） 世帯数 7,896世帯
男性 10,646人（－9） 出生 10人 死亡 19人
女性 11,606人（－9） 転入 22人 転出 31人

９月の交通事故（前年比）
事故 22件（－4）
死者 0人（－1）
負傷者 13人（＋5）

10月の納税
市・県民税（3期）
納期限 11月1日㈪
口座振替 10月26日㈫

広報かつやまに広告を
載せませんか？

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。
1枠

（縦5.5cm×横8.5cm）
2枠

（縦5.5cm×横18cm）

裏面 1万5,000円 3万円

中面 1万3,000円 2万6,000円

建設会社で地域の
未来を造る。
未経験でも歓迎！！



ご
寄
附

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
住
民
の
健

康
づ
く
り
や
暮
ら
し
の
充
実
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
か
ら
、
50
万
2
0
0
0
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お座敷料理を楽しめる市内対象店舗で4,000
円以上の食事をした場合に勝山市民1人あたり
2,000円の割引を行う勝ち山飯お座敷体験事業
の実施期間を10月31日㈰まで延長します。
　この機会にお座敷料理をぜひご
体験ください。

※現在、勝山市民1人以
上を含む3人または4
人のグループが対象
になります
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　「PayPay」を利用
したポイント還元キャ
ンペーンの第2弾を実
施します。実施期間中
に対象店舗で「PayPay」を
利用すると、 最大20％の
PayPayボーナスが付与されます。

実施期間▶ 11月1日㈪ ～ 30日㈫まで
決済1回あたりの付与上限額▶1,000円相当
実施期間中の付与上限額▶合計1万円相当
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　楽天トラベルを利
用して市内対象宿泊施
設を予約する場合に宿
泊料金を割引します。

予約受付期間▶ 11月1日㈪～
1月28日㈮

宿泊対象期間▶11月1日㈪～1月31日㈪
割引額▶ 5,000円以上の宿泊で2,000円の割引

1万5,000円以上の宿泊で6,000円の割引
3万円以上の宿泊で1万2,000円の割引
※１予約1室あたりの割引額
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　市内対象飲食店で利用できるプレミアム付き
お食事券（第2弾）を販売します。

販売価格▶ 1万円で1万3,000円分（1,000円×10
枚、500円×6枚）食事券を購入可能
利用期間▶ 11月1日㈪ ～ 3月31日㈭

販売場所▶サンプラザ、道の
駅、市内一部酒屋、市内郵
便局、勝山市役所
※ 郵便局、市役所は11
月1日から、それ以外
は10月30日から販売
開始
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新型コロナウイルス
感染症対応　地域経済対策

  

 

         

問商工観光・ふるさと創生課
（市役所2階）☎88-8105

こちらで
11月1日10時
から受付開始
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STOP!! コロナ差別
　感染者や濃厚接触者を過剰に避けたり非難する
差別や偏見が生まれています。正しい知識をもとに、
感染者とその家族に思いやりを持って接しましょ
う。 問みんなの人権110番　☎0570-003-110

接種費用

無料
コロナウイルス
ワクチン接種に関するお知らせ
問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

新型コロナウイルスワクチン接種状況　（10月9日現在)
　ワクチン接種は、家族や友人、職場の同僚など周囲の人の命と健康を守ることにつながります。12歳未
満の子どもたちは、ワクチン接種を受けることができません。子どもたちを新型コロナウイルス感染から
守るためにも、周囲の大人や家族の方は早めのワクチン接種をご検討ください。

LINE予約受付はこちら

コールセンター受付時間変更
　新型コロナウイルスワクチンに関する問い合わ
せ先である勝山市コールセンターの受付時間を   
10月23日㈯から下記のとおり変更します。

曜　日 受付時間
月曜日から金曜日 午前9 時～午後５時
土曜日 午前9 時～正午
日曜日・祝日 電話受付を休止

11月からの個別接種実施機関
　11月から個別接種を実施する医療機関が下記の
とおりとなります。予約については、これまでど
おりコールセンターおよびLINEで受け付けします。

曜　日 医療機関
月曜日 たけとう病院

火曜日 わかばやしこども内科クリニック

水曜日 木下医院

木曜日 クリニカ・デ・ふかや

金曜日 福井勝山総合病院
河北小児科医院

土曜日 芳野医院

対象年齢
※今年度中に達する年齢

対象者数 予約済者数 １回目接種済者数 2回目接種済者数

65歳以上 8,650人 7,839人（90.6％） 7,839人（90.6％） 7,659人（88.5％）

60歳～ 64歳 1,631人 1,532人（93.9％） 1,532人（93.9％） 1,502人（92.1％）

50歳～ 59歳 2,569人 2,369人（92.2％） 2,369人（92.2％） 2,261人（88.0％）

40歳～ 49歳 2,638人 2,312人（87.6％） 2,312人（87.6％） 2,172人（82.3％）

30歳～ 39歳 2,067人 1,667人（80.6％） 1,667人（80.6％） 1,421人（68.7％）

20歳～ 29歳 1,746人 1,442人（82.6％） 1,442人（82.6％） 916人（52.5％）

12歳～ 19歳 1,431人 1,133人（79.2％） 1,130人（79.0％） 984人（68.8％）

合　計 20,732人 18,295人（88.2％） 18,291人（88.2％） 16,915人（81.6％）
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GIGAスクール構想

広がる学びの世界
　GIGAスクール構想がスタートして1年が経過し
ました。今月の特集は、新しい環境で教え学ぶ、
先生や子どもたちの教育現場をご紹介します。

世
界
か
ら
遅
れ
て
い
た

日
本
の
学
校
で
の
I
C
T
利
活
用

　

世
界
の
先
進
国
38
か
国
が
加
盟
す
る

国
際
機
関
「
O
E
C
D
」
の
学
習
到
達
度

調
査
（
P
I
S
A
2
0
1
8
）
に
よ
る
と
、

日
本
の
学
校
の
授
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
使
用
時
間
は
、
加
盟
国
の
中
で

最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
以
外
で
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
を
利
用
し
た
学
習
は
、
平
均
以

下
と
な
っ
て
い
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参

照
）

情
報
を
活
か
す
力
を
育
む

I
C
T
の
活
用
が
進
む
現
在
、
必
要
な

情
報
が
正
し
い
か
を
判
断
し
た
り
、
情
報

を
上
手
に
活
用
・
発
信
し
た
り
す
る
能
力

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
現
場
で

は
、
情
報
活
用
能
力
が
言
語
能
力
と
同
様

に「
学
習
の
基
盤
と
な
る
素
質
・
能
力
」と

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
ス
タ
ー
ト
し
た
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
。
多
様
な
子
ど
も
た
ち
を

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と

り
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
創
造
性
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
教
育
I
C
T
環
境
を
目

指
す
そ
の
取
り
組
み
は
勝
山
市
で
も
進

ん
で
い
ま
す
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、

一
人
一
台
端
末
環
境
が
普
通
と
な
り

ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
特
別

な
機
器
で
は
な
く
、
気
軽
に
使
え
る

「
文
房
具
」
で
す
。
児
童
生
徒
は
、
鉛

筆
を
短
く
な
る
ま
で
た
く
さ
ん
使
い

な
が
ら
賢
く
な
っ
て
い
く
も
の
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
っ
て
同
じ
で
す
。

　

各
学
校
で
は
今
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
様
々
な
活
用
を
試
み
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る

学
習
や
指
導
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

子どもたち一人ひとりへの
対応や創造性を育む教育を実施

　各小中学校では、それぞれの学
校の状況に合わせた、クローム
ブックを活用した教育が行われて
います。
　詳しくは次のページでご紹介！

視聴覚部会　会長
北
きたかわ
川 喜

よし
樹
き
さん

（鹿谷小学校 校長）鹿谷小学校　
教諭　辻

つじ
　さと子

こ
さん

　試行錯誤の繰り返しですが、
子どもたちの思考力や表現力を
磨き、仲間づくりをサポートす
る手段として活用できるよう

日々取り組んでいます。（子
どもたちの呑み込みの早さ
には驚きです！）

GIGA＝Global and Innovation Gateway for All の略
（すべての子どもたちにグローバルで革新的な入り口を）

鹿
教

る手段とし
日々取
どもた
には驚

学校外での平日のデジタル機器の利用状況

1週間のうち、教室の授業でデジタル機器を利用する時間

（青色帯は日本の、★はOECD平均の「毎日」「ほぼ毎日」の合計）

コンピューターを
使って宿題をする

学校の勉強のために、
インターネット上の
サイトを見る
（例：作文や発表の準備）

ネット上で
チャットをする

1人用ゲームで
遊ぶ

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

3.0％
★22.2%★22.2%

6.0％
★23.0%★23.0%

87.4％
★67.3%★67.3%

47.7％
★26.7%★26.7%

出展：OECD生徒の学習到達度調査（PISA2018）「ICT活用調査」

0 20 40 60 80 100

国語
日本

OECD

日本

OECD
数学

週に1時間以上　　週に30分以上、1時間未満　　週に30分未満　　利用しない　　この教科を受けていない　　無回答・その他

3.0

2.6

9.6 9.0 19.2

3.31.9

12.3 10.3 21.9 48.2

89.0

54.4 6.9

6.4

2.4 8.6 83.0
0.7

2.3

2.5

0.8

0.70.7

0.8

（％）

勝山市の教育ICT環境

特集　GIGAスクール構想

小中学校に通う子どもたちに
1人１台の端末を整備

　勝山市では、クロームブック（Chromebook)を
子どもたちに1人1台整備しました。
　整備したクロームブックは、どこででもインターネットに
繋がり、学習をサポートするアプリ（ロイロノート、クラス
ルームなど）も使えます。

k)を

特集
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持続可能なまちへ持続可能なまちへ

「第６次勝山市総合計画（骨子案）」
ご意見を募集します！

市民の皆さまよりいただいたご意見・ご提案を踏まえ、「第６次勝山市総合計画の骨子
（案）」を作成しました。骨子（案）について皆さまからのご意見をお待ちしています。
※ご意見は郵送またはメール（kikaku@city.katsuyama.lg.jp）にて受け付け中です
問未来創造課（市役所２階）　☎88-1115

総
合
計
画
の
構
成
に
つ
い
て

　

第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
は
「
10
年

後
の
ま
ち
の
姿
」、「
基
本
的
な
考
え

方
」、「
政
策
目
標
」
の
３
つ
で
構
成
し

ま
す
。
ま
た
、
政
策
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
と
し
て
、
市
が
策
定
す
る
各
個

別
計
画
を
位
置
付
け
、
各
政
策
目
標
に

は
、
S
D
G
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
17
の
目
標
を
関
連
付
け
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

詳細はこちら

【わくわく】
誰もが「やりたいこと」に
チャレンジできることで
まちに楽しさと活力があ
ふれる環境を整える

【安全安心のまち】
子育て、教育、福祉、健康、産業、
市民生活、地域活動等を守り支え
るまちづくりを進めることで、暮
らしに安全と安心が実感できる

キャッチフレーズ（案）
「わいわい　わくわく　安全安心のまち　かつやま」

　すべての政策を進める上で、基本となる考え方
① 10年後の人口構成を踏まえた対応　 ② 性別、年齢などにとらわれない多くの人の参画
③ デジタル技術の積極的な活用　　　　④ 効率的で利便性の高い行財政運営

２つの「創る」と４つの「守る」 
「創る」▶地域の未来を創る（まちづくり活動への支援、地域コミュニティの仕組みづくり　など）

まちの楽しさを創る（チャレンジできる仕組みづくり、交流人口の創出　など）
「守る」▶子育て・教育（結婚から子育てまでの支援、芸術・文化、学びへの支援　など）

福祉・健康（健康づくりへの支援、地域で安心して暮らせる環境づくり　など）
産業・経済（農林水産業の経営基盤等の確立、地域経済の活性化　など）
防災・生活環境（地域防災、防犯対策などの強化、持続可能な環境づくり　など）

基本的な考え方（案）

政策目標（案）

第６次勝山市総合計画第６次勝山市総合計画

みんなでつくる　みらいの勝山

10年後のまちの姿

【わいわい】
性別や年齢などにとらわ
れることなく、それぞれ
の立場や役割の中でまち
づくりに参加できる

総合計画の構成図

SDGｓの目標も
関連付けて推進
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ポイント

ポイント

学びを深める

表現・発信する

　疑問に思ったこと、もっと知りたいことな
どはすぐに検索・収集できるようになりまし
た。更に、収集した情報は、「ロイロノート」
の思考ツールを活用してまとめたり、お互い
の考えを共有したりしています。
　他にも、問題用紙の配布時間や黒板に書い
て発表する時間などが短縮でき、学習時間の
確保にもつながっています。

理解度に応じた個別学習も！
学習状況を把握しやすくなり、学習の理解度に合わせた対応にも取り組まれています。

　

こ
れ
ま
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
い
う
と
、
児

童
生
徒
に
と
っ
て
は
、
ゲ
ー
ム
や
動
画
視

聴
な
ど
を
行
う「
遊
び
の
ツ
ー
ル
」と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
影
響
を

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
す
。
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
学
習
に
用
い
る
こ
と
で
、
知
り

た
い
、
調
べ
た
い
、
伝
え
た
い
と
い
っ
た

意
欲
が
湧
き
、
主
体
的
で
深
い
学
び
へ
つ

な
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
学
校
行
事
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
や
お
た
よ
り
の
配
付
な
ど
、
家
庭
と
の

つ
な
が
り
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
勝
山
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
引
き
続
き
教
職
員
の
定
期
的
な
研

修
を
行
い
、
新
た
な
活
用
法
を
模
索
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勝山市教育委員会
指導主事　廣

ひろた
田 大

だい ご
吾

　タブレットを使った学習は、子どもたちがより興味を持
ち、意欲的に学習に取り組んでいると感じています。
　今後もどんどん活用し、子どもたちの学習に役立ててい
きたいと思います。

理科の実験結果のまとめ!
思考ツールで自分の考えを
整理

平泉寺をご案内
タブレットでよりわかりやすく
情報発信

考えや表現を発表
いろんな人の考えや表現内容を
みんなで共有

配信された数学の問題に
挑戦
早く解けたら次の課題へ

0202

0303

学習意欲が向上

成器南小学校成器南小学校
教諭　教諭　上上

かみやまかみやま

山山　慎慎
しんしん

弥弥
やや

 さん さん

　自分の考えや意見をクラスの全員と共有したり、発表したりする機会が増えるようになりました。
　子どもたちは、相手にわかりやすく伝えるための表現力や発信力を磨いています。

班内プレゼン
伝えたい内容を整理して、みん
なに発表

学校の様子を
インタビュー
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子
ど
も
た
ち
が
活
用
す
る
機
能
や
学
習
方
法
を
ご
紹
介

新
た
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

新
た
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

各
小
中
学
校
で
は
、
主
体
的
・
対
話
的
な
深
い
学
び
を
目
指
す
た
め
、
学
年
や
教
科
ご
と
に
合
わ
せ
様
々
な

形
で
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク（
以
下
タ
ブ
レ
ッ
ト
）を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ポイント

つながる
　市内外の学校との交流やオンライン学習など
がこれまでよりも気軽にできるようになり、子
どもたちは多様な意見や考えに触れています。
　また、新型コロナウイルス感染症対策として、
学校と各家庭とをオンラインでつなぎ、学習状
況や健康状態などの確認も行っています。

家でも楽しく
活用中！

情
報
活
用
能
力
を
育
む

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

　

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
以
前
よ
り
始

ま
っ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
力
や
物
事

を
論
理
的
に
考
え
る
力
を
養
う
た
め
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
専
用
の
機

器
を
使
っ
て
い
た
り
し
ま
し
た
が
、
一
人

一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
学
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
し
た
勝
山
南
部
中
学
校
で
は
、
技

術
の
時
間
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ド

ロ
ー
ン
を
操
作
し
た
り
、
簡
単
な
ア
プ
リ

を
作
っ
た
り
す
る
技
術
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
課
題
を
解
決
す
る
力
や
自
分
か
ら
意

見
を
発
信
す
る
大
切
さ
な
ど
も
学
ん
で

い
ま
す
。

伝言版アプリをプログラミング中
（勝山南部中学校）

　夏休みの間、なかなか会えなかった友
だちとオンライン朝の会で話せてとても
嬉しかったです。家では、お父さんにも
教えてもらいながらクロームブックを
使った勉強（キーボードで文字を打つ練
習など）を頑張っています。

オンラインで「登校」「朝の会」
　夏休み期間中の登校日や休日の朝の
会をオンラインで実施

特集　GIGAスクール

0101

家家
活用

重要！「情報モラル」
　インターネットやSNSは、これからの時代に欠かすことができないツー
ルですが、使い方によっては、危険な側面も含まれています。
　各学校では、道徳の時間や警察の非行防止教室などを通して、子どもた
ちに、使うときのルールやマナーなどを伝え、子どもたちは、正しく安全
に活用する方法を学んでいます。

正しい活用方法を学ぶ

鹿谷小学校　3年鹿谷小学校　3年
佐佐
さ のさ の

野野　幸幸
ゆきゆき

音音
ねね

 さん さん

勝
山
市
I
C
T
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
松
田

さ
ん
が
講
師
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導

家庭の様子を
インタビュー

他校と英語でオンライン交流
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近
年
、
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま

り
・
目
の
か
ゆ
み
な
ど
の
つ
ら
い
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
で
お
困
り
の
患
者
さ
ん

が
、
次
第
に
増
え
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
改
善
の
た
め

の
基
本
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な

る
物
質（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）を
避
け
る
こ
と

で
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療
法
と
し

て
は
、
一
般
的
に
は
症
状
に
合
わ
せ
た

内
服
薬
や
点
鼻
薬
の
使
用
、
そ
れ
で
も

改
善
が
乏
し
い
場
合
は
手
術
に
よ
る
治

療
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
と
は
別
の
治

療
法
と
し
て
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
体
内
に

少
量
ず
つ
取
り
入
れ
て
、
体
質
を
変
え

て
い
く
減げ

ん
か
ん
さ
り
ょ
う
ほ
う

感
作
療
法
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
免

疫
療
法
）が
あ
り
ま
す
。

　

簡
便
で
続
け
や
す
い舌下

免
疫
療
法

　

減
感
作
療
法
と
い
え
ば
以
前
は
注

射
に
よ
る
治
療
法
が
主
流
で
し
た

が
、
治
療
薬
の
開
発
に
よ
り
日
本
で

は
2
0
1
4
年
か
ら
舌
下
免
疫
療

法
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

舌
下
免
疫
療
法
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
が

配
合
さ
れ
た
治
療
薬
を
毎
日「
舌
の
下
」

に
し
ば
ら
く
含
ん
で
か
ら
飲
み
込
み
、

少
し
ず
つ
体
質
を
変
え
て
い
き
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
和
ら
げ
て
い
く
と
い
う
、

よ
り
簡
便
で
続
け
や
す
い
方
法
で
す
。

　

現
在
は
、
ス
ギ
花
粉
と
ダ
ニ
に
対
す

る
治
療
薬
が
あ
り
ま
す
。
最
低
3
年
間

は
毎
日
治
療
薬
を
飲
み
続
け
る
必
要
が

あ
り
、
根
気
の
い
る
治
療
法
で
す
。
治

療
効
果
の
程
度
は
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

様
々
で
、
効
果
が
で
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

治
療
の
開
始
時
期
は
、
ス
ギ
花
粉
は

6
月
か
ら
12
月
ま
で
の
ス
ギ
花
粉
が
飛

ば
な
い
時
期
で
、
ダ
ニ
は
1
年
中
い
つ

か
ら
で
も
開
始
で
き
ま
す
。
5
歳
以
上

の
小
児
か
ら
治
療
可
能
で
す
が
、
重
症

の
気
管
支
喘
息
の
方
な
ど
治
療
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

舌
下
免
疫
療
法
を
ご
希
望
さ
れ
る
患

者
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
耳
鼻
咽
喉
科
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

福井勝山総合病院
耳鼻咽喉科　杉本千鶴

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

小
笠
原
家
の
菩
提
寺
開
善
寺

開
善
寺
は
南
を
除
き
周
囲
は
石
垣
で
囲
ま

れ
て
い
る
。
西
側
の
石
垣
は
七
里
壁
の
一
部

で
市
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
19
世
紀
初

期
の
史
料
に「
大
蓮
寺
之
方
川
縁
石
垣
崩
」な

ど
と
、
東
か
ら
西
に
向
け
大
蓮
寺
川
が
流
れ

そ
の
浸
食
を
受
け
る
た
め
か
、「
開
善
寺
石

垣
」
を
築
く
史
料
が
度
々
見
ら
れ
る
。
場
所

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が「
開
善
寺
坂
石
垣
」な

ど
と
も
あ
る
。
現
在
見
る
市
内
の
七
里
壁
の

石
垣
よ
り
古
い
時
代
か
ら
開
善
寺
周
囲
に
は

石
垣
が
築
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

開
善
寺
に
は
市
の
文
化
財
と
し
て
「
初
代

貞
信
の
徒
然
草
断
簡
」「
長な
が
み
ち教
勝
山
十
二
景
木

額
」、
そ
し
て
「
勝
山
藩
主
小
笠
原
家
廟
所
」

も
史
蹟
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
廟
所
の
東

に
は
貞
信
以
下
歴

代
藩
主
（
一
部
奥
様

の
名
も
記
名
）
墓
が

７
基
建
つ
。
そ
れ

を
取
り
囲
む
形
で

南
北
と
西
に
は
一

族
の
墓
も
建
つ
。

　

以
下
は
余
り
知

ら
れ
て
い
な
い
開
善
寺
の
仏
像
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
。同
寺
は
元
禄
４
年（
1
6
9
1
）、

貞
信
が
美
濃
高
須
か
ら
勝
山
に
移
り
、
そ
の

時
、
広
南
和
尚
が
随
伴
し
て
勝
山
開
善
寺
が

創
建
さ
れ
た
。
織
田
顕
行
氏
の
論
文
に
よ
る

と
、
歴
代
の
小
笠
原
氏
は
入
部
先
で
開
善
寺

を
創
建
し
、
摩ま

り利
支
天
像
を
安
置
し
た
。
摩

利
支
天
像
は
威
光
を
神
格
化
し
た
仏
法
の
守

護
神
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
国
武
将
は
軍
神
と

し
て
崇
め
た
そ
う
で
あ
る
。

　

勝
山
の
開
善
寺
に
も
摩
利
支
天
像
は
河か
わ
そ濯

権
現
像
を
囲
む
形
で
、
弁
才
天
像
と
と
も
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。
木
造
の
非
常
に
い
か
め

し
い
お
姿
の
像
で
あ
る
。
製
作
は
弁
才
天
像

と
同
じ
宝
永
５
年（
1
7
0
8
）、
霊れ
い
く
う空
和
尚

の
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
同
像
と
同
じ
く
摩

利
支
天
像
に
も
框
か
ま
ち
裏
書
に
同
和
尚
の
名
前
が

見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
仏
師
は
宗
運
と
あ

る
。

　

開
善
寺
は
現
在
無
住
で
あ
る
が
、
年
二
回

清
掃
活
動
な
ど
が
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
笠
原
家家
の
菩
の
菩
提
寺
開
善
寺 を

ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 46

小笠原家廟
びょうしょ
所

摩利支天像
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

市
内
の
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
「
勝
山
ア

ス
リ
ー
ト
」に
所
属
す
る
3
人
は
、
黒
原

さ
ん
は
８
０
０
ｍ
、
印
牧
さ
ん
は
１
０

０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
木
下
さ
ん
は
１
０
０

ｍ
を
専
門
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で

今
シ
ー
ズ
ン
県
内
中
学
ラ
ン
キ
ン
グ
1

位
の
記
録
を
持
つ
県
内
で
も
屈
指
の
ア

ス
リ
ー
ト
で
す
。

　
「
自
己
ベ
ス
ト
が
出
た
と
き
の
達
成

感
が
と
て
も
嬉
し
く
走
っ
て
い
ま
す
」

と
小
学
校
か
ら
続
け
て
き
た
陸
上
競
技

へ
の
魅
力
を
語
る
3
人
は
、

陸
上
競
技
に
打
ち
込
む
仲
間

と
し
て
、
週
5
日
の
厳
し
い

練
習
に
も
一
緒
に
乗
り
越
え

て
き
た
そ
う
で
す
。

　

黒
原
さ
ん
と
印
牧
さ
ん

は
、
今
月
下
旬
に
愛
媛
県
で

開
催
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
U
１
６
陸
上
競

技
大
会
）
に
出
場
予
定
で
、

「
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
、

楽
し
く
走
っ
て
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

3
人
は
、
今
後
も
北
信
越

大
会
や
全
国
大
会
で
の
入
賞

を
目
指
し
、
陸
上
競
技
を
続
け
て
い
く

そ
う
で
す
。
風
を
切
る
よ
う
に
走
る
3

人
の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

野
坂
さ
ん
は
、
昨
年
、
福
井
市
か
ら

鹿
谷
町
保
田
に
移
転
し
た
「
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
幸
福
の
国
ブ
ー
タ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」の
創
立
者
で
、
現
在
は
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
説
明
人
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ー
タ
ン
出
身
の
ソ

ナ
ム
さ
ん
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
隣
に

あ
る
音
楽
喫
茶
や
農
家
民
泊
を
経
営
す

る
会
社
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
勝
山
の
風
景
は
、
ブ
ー
タ
ン
と
と
て

も
似
て
い
ま
す
」と
話
す
野
坂
さ
ん
。
以

前
は
、
市
街
地
の
ビ
ル
の
中
に
あ
っ
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
、
よ
り
自
然
豊
か
な

ブ
ー
タ
ン
の
雰
囲
気
に
し
た

い
と
思
い
、
勝
山
に
移
転
を

決
め
た
そ
う
で
す
。

　

野
坂
さ
ん
自
身
も
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
移
転
後
に
勝
山
に
移

住
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
定

期
的
に
訪
れ
る
お
客
さ
ん
や

地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ブ
ー
タ
ン
の
人
々
は
、
厳

し
い
自
然
の
中
で
も
、
み
ん

な
で
支
え
合
う
こ
と
で
、
幸

せ
な
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
勝
山
の
方
々
に
も
、
ブ
ー
タ
ン
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
本
当
の
幸
せ

は
ど
こ
に
あ
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
素
敵
な

笑
顔
の
お
二
人
か
ら
は
、
幸
せ
が
溢
れ

で
て
い
ま
し
た
。

自
然
と
向
き
合
い
、
幸
せ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

自
己
ベ
ス
ト
更
新
に
向
け
走
り
続
け
る

（写真左から） 黒
くろはら

原　さつきさん（勝山中部中２）、
印
かねまき

牧 仁
に な

菜さん（勝山南部中３）、
木
きのした

下　ゆきさん（勝山北部中３）

夕方から始まる練習風景
（鹿谷小学校グラウンド）

（右）野
のさか
坂 弦

げん じ
司さん（84）＝北郷町森川＝

（左）ソナム　チョキさん（27）＝北郷町森川＝

ブータンの言語「ゾ
ンカ語」

（こんにちは）

蔵を改築してつくられた
ブータンミュージアム
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市
議
会
議
長
に
乾
章
俊
議
員
、

副
議
長
に
吉
田
清
隆
議
員
を
選
出

９
月
定
例
市
議
会　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

問
議
会
事
務
局（
市
役
所
３
階
）☎
88
‐
８
１
０
０

会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
候
補
者
試
験

給
食
調
理
員　

募
集

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３

　

令
和
4
年
4
月
に
採
用
予
定
の
会
計

年
度
任
用
職
員
採
用
試
験
（
調
理
員
）
を

実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
10
月
14
日
㈭
〜
11
月
12
日
㈮

試
験
日
程
▼
11
月
27
日
㈯

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

選
考
方
法
▼
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
書

類
選
考

申
込
方
法
▼
試
験
申
込
書
と
自
己
紹
介

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
人
事
職
員
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

職種 業務内容 採用人数

技能労務職
調理員
（小学校）

5人程度

報酬 受験資格
13万4,522円/月～
13万8,358円/月 問わない

詳細はこちら

　

令
和
３
年
９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
７

日
〜
９
月
24
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。水
上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、

目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
市
の
考
え
方
や

方
向
性
を
定
め
た
実
効
性
の
あ
る
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
た
い
と
延
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
除
雪
車
の
稼
働
状

況
を
G
P
S
で
管
理
し
市
民
へ
情
報
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
市
道
の
消
雪

設
備
に
故
障
が
な
い
か
常
時
監
視
す
る

装
置
を
整
備
す
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
関
連
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

で
時
短
営
業
を
す
る
飲
食
店
や
令
和
元

年
度
に
比
べ
て
売
り
上
げ
が
減
少
し
た

事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
を
計
上
し
、
一
般

会
計
の
総
額
は
１
２
２
億
３
５
８
１
万

３
千
円（
３
億
５
５
０
５
万
９
千
円
増
）と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
件
の
特
別
会
計
補
正
予
算
お

よ
び
１
件
の
企
業
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
条
例

制
定
さ
れ
た
条
例

・
勝
山
市
立
野
向
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

・
勝
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

・
勝
山
市
手
数
料
条
例

・
勝
山
市
下
水
道
条
例

・
勝
山
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

招集あいさつ
全文はこちら

議　長
乾
いぬい
章
あき
俊
とし
（77）

副議長
吉
よし
田
だ
清
きよ
隆
たか
（64）

◆
委
員
の
選
任

　

勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員
お
よ
び
勝

山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
部　

雅
代
氏（
滝
波
町
4
）

　

下
川　

幸
一
氏（
荒
土
町
松
田
）

◆
そ
の
他

　

意
見
書
案
の
２
件
が
可
決
さ
れ
１
件

が
否
決
、
陳
情
の
１
件
が
採
択
、
令
和
２

年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
係
る
認
定
２

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
諮
問

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
異
議
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

竹
内　

敦
子
氏（
郡
町
２
）

　

伊
藤　

善
祐
氏（
鹿
谷
町
西
遅
羽
口
）

※期末手当・通勤手当あり

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n
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お城で披露　左義長太鼓
■9月26日　勝山城博物館

あの時聴いたメロディをレコードで
■9月18、19日　野向公民館

　野向公民館学級「思い出のレコードを聴こう」。会場
には約600枚のレコードが展示され、来場者はレコー
ドから流れる懐かしい名曲に聴き入っていました。

自分だけの「恐竜ひょうたん」
■9月21日　鹿谷小学校

　鹿谷小学校5年生が首の長い恐竜のような形をし
た「恐竜ひょうたん」の栽培や加工に取り組んでおり、
この日はひょうたんの種や中身をくりぬきました。

学校祭で披露　ジェンダーレス制服
■9月2日　ジオアリーナ

　制服による性差をなくそうと勝山高校が導入を決
めたジェンダーレス制服。校則から男子服と女子服
の規定がなくなり制服を自由に選ぶことができます。

　勝山左義長ばやし保
存会が勝山城博物館内
で展示されているやぐ
らを使い左義長太鼓を
披露しました。
　コロナ禍の影響で左
義長太鼓を披露する機
会が失われているな
か、左義長祭りの開催
を願う気持ちがこもっ
た演奏になりました。

全中バドミントン3位入賞を報告
■9月6日　勝山市役所

　勝山北部中学校3年の野
の む ら ま さ と
村雅人さんと宮

みやがわりきや
川力也さ

んが市役所を訪れ、全国中学校体育大会バドミント
ン男子ダブルスでの3位入賞を報告しました。

山口茜選手がエースとして躍動
バドミントン 国・地域別対抗戦、
スディルマン杯で日本が準優勝

　山口茜選手がフィンランド
で開催されたバドミントンの
国・地域別対抗戦、スディル
マン杯に出場しました。この
大会で、山口選手は女子シン
グルス代表として５試合に出
場、全てストレートで勝利し
ました。決勝の中国戦では、

東京五輪金メダリストに競り勝ち日本チーム
唯一の勝利をあげ、女子のエースとして活躍
しました。

広報かつやま10月号 №803 　　 10



市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

区分 名称 運営 所在地 電話
定員 開園

時間
対象
年齢1号 2・3号

認
定
こ
ど
も
園

しろきこども園

私
立

芳野町2丁目3-19 88-3213 10 120

㈪～㈯
7:00～
19:00

（延長を含
む）

0
〜
5
歳

きたこども園 沢町2丁目3-22 88-1557 5 55

上野こども園 荒土町別所33-58-1 89-2022 10 60

ケイテーこども園 元町1丁目8-17 87-1857 6 70

中央こども園 栄町2丁目7-6 88-0872 6 70

まつぶんこども園 旭町1丁目1-56 69-1111 6 90

南こども園 元町2丁目7-28 88-0850 6 70

保
育
園

鹿谷保育園 私
立

鹿谷町保田99-31-2 89-2211 - 60

0
〜
5
歳

北郷わしのこ保育園 北郷町東野28-45 89-3433 - 60

平泉寺保育園 公
立

平泉寺町平泉寺164-45甲 88-4332 - 30 ㈪～㈯
7:30～
18:30野向保育園 野向町龍谷50-47 87-3888 - 30

幼
稚
園

成器南幼稚園 公
立 元町2丁目18-38 88-1328 40 -

㈪～㈮
8:30～
16:30

（預かり保
育含む）

3
〜
5
歳

認
定
こ
ど
も
園（
1
号
認
定
）

　

申
込
書
は
各
認
定
こ
ど
も
園
ま
た
は

福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
）で
配
布
し
ま

す
。
期
間
内
に
福
祉
・
児
童
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
認
定
こ
ど
も

園
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
　

象
▼「
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
教

育
を
希
望
す
る
児
童
（
平
成

28
年
4
月
2
日
〜
平
成
31

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈫

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

入
園
の
申
し
込
み
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
下
記
施
設
一
覧
に
記
載
の
各
認

定
こ
ど
も
園
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
2
・
3
号
認
定
）

　

申
込
書
は
福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
）

で
配
布
し
ま
す
。
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
が
分
か
る
書
類
を
添
え
て
期
間
内
に

福
祉
・
児
童
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は「
入
園
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」を

配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
　

象
▼
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
保
育
が
受
け
ら

れ
な
い
児
童
（
令
和
4
年
4

月
1
日
現
在
、
生
後
8
週
以

上
）

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
㈪
〜
12
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く

申
・
問
福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
7
7
7

幼
稚
園（
1
号
認
定
）

　

申
込
書
は
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
総
務

課
で
配
布
し
ま
す
。
期
間
内
に
教
育
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
　

象
▼「
保
育
を
必
要
と
す
る
事

由
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
教

育
を
希
望
す
る
児
童
（
平
成

28
年
4
月
2
日
〜
平
成
31

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
㈪
〜
12
月
17
日
㈮

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

※
土
日
祝
日
を
除
く

申
・
問  

教
育
総
務
課
（
教
育
会
館
2
階
）

☎
88
‐
8
1
1
2

※
障
が
い
を
持
っ
た
お
子
さ
ん
の
入
園
に

つ
い
て
も
各
施
設
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

申
し
込
み
方
法
・
申
し
込
み
先

市
内
の
施
設
一
覧

○
中
央
こ
ど
も
園
で
は
休
日
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す

○
定
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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保育園
ってどんなところ？

認定こども園
ってどんなところ？

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
幼
稚
園

令
和
4
年
度
新
規
入
園
を
受
け
付
け
ま
す

　幼稚園と保育園の機能や特
長を合わせ持ち、地域の子育
て支援も行う施設です。教育・
保育を一体的に行い、「保育を
必要とする事由」の有無に関わ
らず利用できるため、例えば
保護者の就労状況が変化して
も継続して利用できます。

　就労などのため家庭で保育
のできない保護者に代わって
保育する施設です。0歳児から
就学前までの長期的な視野を
持って、教育・保育及び子育
て支援を行い、健康な心と身
体を育て、安全な生活を作り
出す力を養います。

　3～５歳児の生活や学習の
基礎を育む教育施設です。年
齢に相応した適切な環境を整
え、子どもたちの「やってみた
い！」を大切にし遊び込む中で
「生きる力」と「学びに向かう
力」を育てます。

幼稚園
ってどんなところ？

「保育を必要とする事由」に該当とは？

　父母ともに次のいずれかに該当することが必要です。
□月48時間以上の就労□妊娠・出産
□保護者の疾病・障害
□親族の介護・看護
□災害復旧
□継続的な求職活動

□就学
□職業訓練
□ 虐待やDVのおそれがあること
□ 満1歳までの子どもの育児のため、兄
姉が保育園を利用する必要があること

□ 育児休業取得中にすでに保育を利用
している子どもがいて継続利用が必
要であること

利
用
で
き
る
施
設
を
知
ろ
う

広報かつやま10月号 №803 　　 12



対　

象
▼
18
歳
未
満
の
お
子
様
を
持
つ

保
護
者
の
方
、
妊
娠
中
の
方

利
用
方
法
▼
「
ふ
く
育
応
援
団
」
の
店
舗

や
施
設
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

「
広
報
か
つ
や
ま
」が
ア
プ
リ
で
読
め
ま
す

問
総
務
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
4

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
発

信
を
強
化
す
る
た
め
、
多
言
語
対
応
ア
プ

リ
「
C
a
t
a
l
o
g　

Ｐ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ

（
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
）」
を
導
入
し
ま
し

た
。こ
の
ア
プ
リ
で
は
、「
広
報
か
つ
や
ま
」

や「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」、
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の

デ
ジ
タ
ル
版
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
日
本

語
以
外
に
も
、
英
語
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
な
ど
10
言
語
に
対
応
し
て
お
り
、
画

面
内
で
文
字
を
大
き
く
表
示
す
る
こ
と

や
文
章
を
音
声
で
読
み
上
げ
る
な
ど
便

利
な
機
能
が
満
載
で
す
。

　

今
後
、「
広
報
か
つ
や
ま
」
以
外
に
も
、

観
光
や
生
活
、
災
害
情
報
な
ど
に
つ
い
て

配
信
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

まずはアプリを
ダウンロード

iOS用

Android用

　

県
は
、
10
月
1
日
に
子
育
て
世
帯
な
ど

を
応
援
す
る
企
業
・
店
舗
に
よ
る
「
ふ
く

育
応
援
団
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
お
店
や
企

業
「
ふ
く
育
応
援
団
」
で
割
引
や
特
典
な

ど
様
々
な
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
「
ふ
く
育
パ
ス

ポ
ー
ト
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

優
待
サ
ー
ビ
ス
例

•
お
買
い
上
げ
総
額
よ
り
○
％
引
き
！

•
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
！

•
新
規
入
会
金
を
無
料
に
！

「
ふ
く
育
パ
ス
ポ
ー
ト
」利
用
登
録
受
付
中

問
ふ
く
育
事
務
局（
福
井
新
聞
社
営
業
企
画
局
内
）☎
0
7
7
6
‐
57
‐
5
1
5
2

パスポートの
登録はこちら

応援団はこの
POPが目印！

11
月
〜
12
月
は

「
ふ
く
育
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

開
催
！

ふ
く
育
応
援
団
も

随
時
募
集
中

県子育て応援サイト「ふく育」
ふく育応援団の情報や提供
サービス、その他さまざまな
子育て情報が満載
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あ
な
た
の
く
ら
し
を
守
る「
成
年
後
見
制
度
」

問
福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
０
7
7
7

成
年
後
見
制
度
っ
て
な
に
？

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
は
、
自
分
の
財
産
を
管
理
し
た
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
の
契
約
を
結

ぶ
必
要
が
あ
っ
て
も
自
身
で
行
う
の
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
判
断
が
で
き
ず
に
不
利
益
な
契

約
を
結
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
々
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後

見
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
の
種
類

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
法
定
後
見
制
度

と
任
意
後
見
制
度
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

・
法
定
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
支
援
す

る
た
め
に
、
家
庭
裁
判
所
が
支
援
者
（
成

年
後
見
人
等
）を
選
任
す
る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
人
等
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て

財
産
管
理
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契

約
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
の
権
利
や

財
産
を
守
り
ま
す
。

　

な
お
、
法
定
後
見
制
度
は
判
断
能
力
に

応
じ
て「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」の
三
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

・
任
意
後
見
制
度

　

本
人
が
元
気
な
う
ち
に
、
将
来
に
備
え

て
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
な
ど
で
代
理
人
を

選
ん
で
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
に
、

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を
す
る
と
支
援

を
開
始
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法

（
法
定
後
見
制
度
の
場
合
）

①
申
立
て

申
立
て
が
で
き
る
方
▼
本
人
、
配
偶
者
、

四
親
等
内
の
親
族
な
ど

※
四
親
等
内
の
親
族
が
い
な
い
場
合
な

ど
は
、
市
長
が
申
立
て
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す

申
立
て
先
▼
本
人
の
居
住
地
を
管
轄
す

る
裁
判
所
（
勝
山
市
の
場
合
は
福
井
家

庭
裁
判
所
）

※
申
立
て
費
用
と
指
定
書
類
の
提
出
が

必
要
で
す

②
審
判（
成
年
後
見
人
等
の
決
定
）

　

家
庭
裁
判
所
の
調
査
官
が
、
調
査
、
確

認
を
行
い
、
成
年
後
見
人
等
に
最
も
適
切

と
思
わ
れ
る
人（
配
偶
者
や
親
族
、
法
律
・

福
祉
の
専
門
職
な
ど
）を
選
任
し
ま
す
。

③
後
見
の
開
始

　

親
族
以
外
の
後
見
人
等
の
場
合
は
、
報

酬
が
必
要
で
す

ご
相
談
・
お
問
合
せ

【
高
齢
者
の
方
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
や
す
ら
ぎ
」　
（
す
こ
や
か
内
）

　

☎
87
‐
０
９
０
０

【
障
が
い
の
あ
る
方
】

　

福
祉
・
児
童
課　
（
す
こ
や
か
内
）

　

☎
87
‐
０
7
7
7

【
法
人
に
よ
る
後
見
事
業
所
】

　

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
「
さ
さ
え
愛
」　
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
１
1
7
7

後見

本
人
の
判
断
能
力
が
ほ
と
ん
ど

な
い
場
合
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。

保佐

本
人
の
判
断
能
力
が
著
し
く
不

十
分
な
場
合
、
重
要
な
法
律
行

為
の
同
意
や
取
り
消
し
な
ど
を

行
い
ま
す
。

補助

本
人
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な

場
合
、
申
立
て
に
よ
り
一
部
の

行
為
を
行
い
ま
す
。

市からのお知らせI n f o r m a t i o n
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

優
秀
賞
▼

前
田
香
葵（
勝
山
南
部
3
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

優
秀
賞
▼

吉
田
七
海（
鹿
谷
5
）長
尾
理
愛（
荒
土

4
）

優
秀
賞
▼

佐
野
樹（
鹿
谷
5
）田
中
寧
音（
北
郷
4
）

伊
藤
心
陽（
三
室
3
）鳥
山
結
晴（
成
器

南
2
）米
村
茉
歩（
村
岡
1
）

奨
励
賞
▼

中
村
奈
緒（
村
岡
4
）

田中芽依（成器南6）

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
８
１
２
６

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
を
受
け
て
、
龍
谷
区
自
主

防
災
組
織
、
猪
野
区
、
消
防
署
は
活
動
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

防
災
ポ
ス
タ
ーコ

ン
ク
ー
ル

男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

谷
知
花（
勝
山
中
部
2
）

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

【
ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

長
尾
瑠
夏（
勝
山
北
部
3
）

鳥山結晴（成器南2）

優
秀
賞
▼

永
井
佑
奈
（
勝
山
南
部
1
）
小
林
颯
太

（
勝
山
南
部
1
）
根
津
咲
良
（
勝
山
南
部

2
）中
村
光
里（
勝
山
南
部
2
）横
山
結

香（
勝
山
南
部
3
）廣
田
真
里
奈（
勝
山

北
部
1
）小
川
紗
奈（
勝
山
北
部
2
）髙

野
天
希（
勝
山
北
部
3
）小
林
千
晃（
勝

山
北
部
3
）
須
見
日
依
理
（
勝
山
北
部

3
）

【
ポ
ス
タ
ー
・
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

栃
木
香
音（
成
器
西
5
）

優
秀
賞
▼

石
橋
虎
大（
成
器
西
6
）小
山
結（
成
器

南
3
）酒
井
謙
心（
村
岡
6
）

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
】

最
優
秀
賞
▼

田
中
大
樹（
北
郷
小
学
校
5
）

優
秀
賞
▼

北
口
犀（
成
器
西
5
）木
村
ま
あ
や（
成

器
西
5
）石
川
心
暖（
北
郷
6
）酒
井
謙

心（
村
岡
6
）小
山
梨
愛（
村
岡
6
）山
下

心
寧（
村
岡
6
）土
田
愛
大（
北
部
1
）飯

田
七
葉（
勝
山
北
部
1
）中
道
穏
来（
勝

山
北
部
2
）
堀
真
奈
羽
（
勝
山
北
部
2
）

柳
原
理
人（
成
器
西
5
）

選
挙
が未

来
を
開
く　

第
一
歩

【
消
防
署
】マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・
救
命
ボ
ー
ト
な
ど

【
猪
野
区
】エ
ア
コ
ン
・
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン

タ
ー
・
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど

【
龍
谷
区
自
主
防
災
組
織
】物
置
・
発
電
機
・
投
光
器
・
レ
ス

キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
・
テ
ン
ト
な
ど
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼

加
藤
朱
浬（
勝
山
中
部
3
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

青
山
き
ら（
勝
山
南
部
3
）

銀
賞
▼

乾
仁
美（
勝
山
南
部
3
）鎌
田
塁
斗（
勝

山
北
部
3
）

銅
賞
▼

田
鳥
心
優（
勝
山
南
部
2
）吉
田
ロ
ア
ン

（
勝
山
北
部
2
）
島
田
優
大
（
勝
山
北
部

3
）中
村
美
結（
勝
山
北
部
3
）

入
選
▼

河
奥
正
拳
（
勝
山
南
部
1
）
幸
河
歩
夢

下
水
道
い
ろ
い
ろ

コ
ン
ク
ー
ル

（
勝
山
南
部
2
）
下
牧
蓮
奈
（
勝
山
北
部

2
）中
村
さ
く
ら（
勝
山
北
部
2
）平
林

庵
央（
勝
山
中
部
3
）

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼

　

中
村
奈
緒（
村
岡
4
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

笠
松
真
仲（
北
郷
4
）

銀
賞
▼

斎
藤
珠
梨（
成
器
西
5
）多
田
衣
吹（
荒

土
6
）

銅
賞
▼

平
野
宝（
成
器
西
1
）門
実
咲（
村
岡
4
）

松
原
悠（
村
岡
4
）小
池
花
栞（
三
室
5
）

入
選
▼

石
渡
春
馬（
三
室
1
）髙
見
季
那（
村
岡

4
）竹
内
寛
貴（
村
岡
4
）加
藤
宇
乃（
村

岡
4
）松
﨑
颯
真（
村
岡
4
）

第
49
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

南
部
清
花（
勝
山
中
部
3
）

※
市
防
火
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
採
用

川
上
葵
生
（
勝
山
南
部
2
）
髙
田
勇
豊

（
勝
山
南
部
1
）中
村
優
里（
平
泉
寺
6
）

島
田
英
虎
（
北
郷
5
）
竹
内
寛
貴
（
村
岡

4
）
上
山
開
生
（
平
泉
寺
3
）
石
橋
旺
大

（
成
器
西
2
）石
川
知
香（
北
郷
1
）

銀
賞
▼

木
下
友
利
香（
勝
山
中
部
3
）小
田
琴
音

（
勝
山
南
部
3
）
前
田
紬
貴
（
勝
山
南
部

2
）
南
部
香
乃
（
勝
山
中
部
2
）
斎
藤

菜
々
心（
勝
山
中
部
1
）竹
内
咲
葵（
勝

山
中
部
1
）石
橋
虎
大（
成
器
西
6
）山

口
天
音（
鹿
谷
6
）前
田
小
雪（
村
岡
5
）

林
諒
真（
村
岡
5
）片
山
暁
葉（
村
岡
4
）

松
原
悠（
村
岡
4
）阪
根
奏
多（
村
岡
3
）

松
井
彩
乃（
成
器
西
3
）福
岡
優
真（
成

器
西
2
）中
村
結
愛（
村
岡
2
）中
村
香

子（
成
器
南
1
）千
葉
舞
緒
奈（
鹿
谷
1
）

銅
賞
▼

織
田
涼
花
（
勝
山
中
部
3
）
岩
泉
芽
衣

（
勝
山
中
部
3
）
髙
島
梨
沙
（
勝
山
南
部

3
）片
桐
花
笑（
勝
山
中
部
2
）久
保
藍

里（
勝
山
中
部
2
）山
内
悠
聖（
勝
山
北

部
2
）仲
村
駿
杜（
勝
山
南
部
1
）田
中

譲
乃
真（
勝
山
北
部
1
）鳥
山
結
楠（
勝

山
南
部
1
）森
石
想
良（
荒
土
6
）横
山

鉄
芯（
成
器
南
6
）宮
本
心
遥（
平
泉
寺

6
）松
村
晃
奈（
北
郷
5
）小
寺
杏
美（
村

岡
5
）石
黒
遥
花（
成
器
南
5
）橋
本
琳

奈（
成
器
南
4
）林
結
彩（
成
器
南
4
）原

圭
佑（
荒
土
4
）玉
木
美
心（
成
器
西
3
）

坂
井
健
人（
三
室
3
）石
橋
里
奈（
成
器

南
3
）中
西
李
緒（
北
郷
2
）笠
川
実
桜

（
北
郷
2
）森
下
新
太（
成
器
西
2
）田
中

銀
仁
郎（
北
郷
1
）田
中
咲
希（
北
郷
1
）

石
川
朝
陽（
北
郷
1
）

第
38
回
防
火
標
語

金
賞
▼

長
谷
川
静
奈（
若
猪
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

拍
子
木
に

願
い
を
こ
め
て　

火
の
用
心

銀
賞
▼

大
友
雄
生（
成
器
西
6
）田
中
来
祈（
龍

谷
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）

銅
賞
▼

石
塚
大
晴
（
芳
野
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）
南
部
心
美

（
成
器
西
6
）松
村
勘
太
朗（
鹿
谷
5
）
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

お知らせ・行事案内

戦没者遺骨の身元特定のため
のＤＮＡ鑑定申請受付開始

10月1日から厚生労働省が実施
するＤＮＡ鑑定によ
る戦没者遺骨の身元
を特定する事業の対
象地域が拡大しまし
た。

問厚生労働省　社会・援護局　事
業課　鑑定調整室　DNA鑑定担当
☎03-3595-2219

行政相談週間

　10月18日㈪～ 24日㈰は行政相
談週間です。毎日の暮らしの中で
国や県、市の行政に対する意見や
苦情、要望はありませんか。
　行政相談委員が行政に関する身
近な相談を受け付け、問題解決の
お手伝いをします。
定例相談日
時毎月第3水曜日所教育会館
問未来創造課　☎88-1115

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
自
在
に
使

い
こ
な
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
た
の
も
し
さ
を
、
動
画
鑑
賞

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
し
か
使
っ
て

い
な
い
自
分
自
身
に
ふ
が
い
な
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
M
）

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
中
学
生
ら

し
い
彼
女
た
ち
か
ら
は
想
像
だ
に

し
な
か
っ
た
、
綺
麗
で
ス
ピ
ー
ド

感
溢
れ
る
走
り
に
は
、
目
が
く
ぎ

付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
陸
上
競
技
を
間
近
で
見

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
S
）

編
集
後
記

削るお絵描きに挑戦！
「スクラッチアート」

時10月20日㈬午前10時～正午所
勝山公民館第１会議室講若林朋美
氏定7人費500円（フレーム付き）
締10月19日㈫
問勝山公民館　☎88-0800

家族でワクワク！
科学おもちゃづくり

時11月13日㈯午前10時～正午所
教育会館ホール内ストロー飛行
機、コアンダカーの作製講田中嘉
津彦氏、村中貴幸氏、伊勢大成氏、
高橋奨氏（福井工業高等専門学校　
機械工学科　工学博士）定親子15
組費無料締10月29日㈮※申込受
付は10月18日㈪から開始
申・問生涯学習・スポーツ課
☎88-8114

人権講演会「私たちは
なぜ生まれてきのか？」

　ハンセン病回復者とどらやき職
人との交流を描いた小説「あん」か
ら生きる意味について考えます。
時①10月25日㈪②11月16日㈫③
11月17日㈬いずれも午前9時30
～ 11時30分所①鹿谷公民館②野
向公民館③平泉寺公民館内小説
「あん」の著者ドリアン助川さんの
執筆中のエピソードなどを収録し
たDVD鑑賞、多摩全生園のパネ
ル展示 定 ①30人②15人③20人
（先着順）費無料
申・問生涯学習・スポーツ課
☎88-8114

省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

詳細はこちら

10月は食品ロス削減月間
　「もったいない」の心を大事に
一人ひとりができることに取り
組みましょう！
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

令
和
4
〜
6
年
度
に
、
市
が
発
注
す

る「
一
般
業
務
委
託
」「
物
品
等
・
小
規
模

修
繕
に
係
る
一
般
競
争
入
札
」「
指
名
競

争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
」
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
資
格
審

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご

確
認
の
上
、
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
請
区
分
▼
次
の
３
つ

①
一
般
業
務
委
託（
旧　

そ
の
他
委
託
）

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃
棄
物
処

理
、
調
査
、
検
査
、
情
報
シ
ス
テ
ム
保

守　

他

②
物
品
等

事
務
機
器
、
O
A
機
器
、
印
刷
、
医
薬

品
、
電
気
機
器
、
機
械
器
具
、
教
材
、

車
両
、
燃
料
、
日
用
品
、
装
飾
、
看
板

他
③
小
規
模
修
繕

造
園
、
大
工
、
木
製
建
具
、
左
官
、
屋

根
板
金
、
ガ
ラ
ス
、
内
装
、
畳
、
電
気

設
備
、
給
排
水
衛
生
設
備
、
消
防
設
備　

他 競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
な
ど
の
お
知
ら
せ

問
監
理
・
防
災
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
2
5

空
き
家
の
適
正
管
理
を
支
援
し
ま
す

問
監
理
・
防
災
課
☎
88
‐
8
1
2
5

申
請
期
間
▼
11
月
8
日
㈪
〜
12
月
24
日
㈮

申
請
方
法
▼
電
子
申
請
に
よ
る
デ
ー
タ

送
信
お
よ
び
必
要
書
類
を
郵
送
（
持
参

は
不
可
）

そ
の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

く
だ
さ
い

※
申
請
期
間
が
例
年
よ
り
1
か
月
前

倒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

■
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
時
期

・
11
月
上
旬

9
月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方

・
令
和
4
年
2
月
上
旬

10
月
1
日
以
降
に
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　

市
内
の
空
き
家
が
周
辺
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
防
ぎ
、
空
き
家
の
適
正
管

理
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
管
理
代
行

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を
一
部
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
者
▼
市
内
の
空
き
家
の
所
有

者
で
、
空
き
家
の
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
（
市
税
の
滞
納
が
な
い

な
ど
の
要
件
あ
り
）

対
象
項
目
▼
外
観
調
査
（
継
続
的
に
実
施

す
る
も
の
）、
建
物
内
部
確
認
、
内
部

換
気
、
通
水
、
郵
便
物
確
認
、
敷
地
内

の
草
刈
り
、
空
き
家
所
有
者
な
ど
へ
の

報
告
な
ど

補
助
金
額
▼
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
1
／
3
（
上
限
3
万
６
０
０
０
円
/

年
、
最
大
3
年
間
）

※
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
は
福
井
県
の
登

録
を
受
け
た
事
業
者
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス

勝山市HP

広報かつやま10月号 №803 　　 18



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.500000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


